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ジャパンメディアシステム株式会社への資本参加について 

 

この度、クレアシオン・キャピタル株式会社（以下、「当社」）は、当社の管理・運営する投資

ファンドが出資する株式会社 JX ホールディングスを通じてジャパンメディアシステム株式会社

（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：富樫泰章、URL：https://www.jm-s.co.jp/、以下、

「JMS」）へ資本参加（以下、「本件」）しましたので、お知らせいたします。 

 

JMS は、Web 会議システム「LiveOn」の開発・販売を手掛け、オンプレミス型 Web 会議シ

ステムの市場においてトップシェアを有するリーディング・カンパニーです。「LiveOn」は、JMS

が 100%国内で自社開発する「日の丸ソフトウェア」であり、多様な機能とカスタマイズ性に加

え、安定した通信品質と高いセキュリティ兼ね備えることから、官公庁、金融機関といった特に

高度なセキュリティや災害レジリエンスが求められる組織において、幅広い支持を得ています。

さらに、コロナ禍によるテレワーク・Web 会議の需要の高まりに加え、デジタル化により今後

ビジネス・行政等の様々な分野で一層高度な情報セキュリティが求められていく中で、オンプレ

ミス型 Web 会議システムの需要は今後も着実に伸びることが予想され、高いセキュリティと安

定した通信性能を備える JMS の「LiveOn」は、大きな成長ポテンシャルを有しています。 

本件は、創業者の富樫泰章氏より、高齢化が進む既存株主の皆様に対して株式売却の機会を提

供しつつ、第三者の知見を通じて「LiveOn」の競争力を一層高めていきたいとの意向を受けて

検討が開始されました。当社は、「LiveOn」の Web 会議システムとしての優位性、オンプレミ

ス型 Web 会議システムの今後の成長性等を評価し、本件の実施を決定いたしました。 

「日の丸ソフトウェア」の開発者として確かな実績と大きな将来性を有する JMS は、まさに

当社の投資理念である「日本の宝」であると考えております。JMS は、従前より更なる事業成長

に向けた IPO を企図しておりますが、当社は、JMS がこれまで培ってきた技術力・製品開発力

を活かしつつ、当社が有する豊富な IPO 支援実績に基づく営業体制の強化、経営管理体制の整

備等のサポートを提供することで、JMS が誇る「日の丸ソフトウェア」を一層発展させ、IPO を

通じた同社の更なる成長に取り組んで参ります。 

 

本件に関するお問い合わせ先 

クレアシオン・キャピタル株式会社 

担当：宮原 TEL：03-6450-1530 

以上 


